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険
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（
教
育
訓
練
給
付
金
） 

第
六
十
条
の
二 

〔
略
〕 

２
・
３ 

〔
略
〕 

４ 

教
育
訓
練
給
付
金
の
額
は
、
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
が
第
一
項
に
規
定
す
る

教
育
訓
練
の
受
講
の
た
め
に
支
払
つ
た
費
用
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
範
囲

内
の
も
の
に
限
る
。
）
の
額
（
当
該
教
育
訓
練
の
受
講
の
た
め
に
支
払
つ
た
費

用
の
額
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
当
該
教
育
訓
練
に
係
る
指
定
教
育
訓
練
実
施

者
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
百
分
の
二
十
以
上
百
分
の
四
十

以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ

の
額
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
額
）
と

す
る
。 
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略
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